
今月の主な内容
・特定健診・特定保健指導を受けましょう
・新たな総合計画がスタート
・市民税・県民税の税制改正について
・男女共同参画社会
・りっとう再発見

６
2020
No.977

広報りっとう

　　5月１７日㈰　学校給食共同調理場
　新型コロナウイルスの影響による小中学校の休校で納品できなくなった
給食用野菜を食べてもらいたいと、地元野菜の生産者である「栗東食育フ
ァームの会」によるドライブスルー方式の直売会が開催されました。「子
どもたちのために低農薬で丹精込めて育てた野菜を、無駄にすることなく
提供することができて嬉しい。」と同会事務局長の清水隆雄さん。
　直売会には多くの人が訪れ、約 400 袋が１時間で完売しました。

学校給食用野菜をドライブスルーで
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討
を
行
い
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
最

新
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
医
療
関
係
機
関
な
ど
と
し

っ
か
り
連
携
し
、
市
民
の
命
と
健
康
、

生
活
を
守
り
、
皆
さ
ま
に
安
心
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
拡
大
防
止
に
向

け
た
努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
、
引
き
続
き
、
身
体
距
離
の
確
保
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
の
励
行
な
ど

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
に
つ
い

て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
、
本
市
お
よ
び
滋
賀
県
内
で
は
、

感
染
の
拡
大
の
防
止
が
図
ら
れ
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
状
況
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
外
出
自
粛
な
ど

感
染
拡
大
の
防
止
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
市
民
、
医
療
関
係
者
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
の
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
気
を
抜
け
ば
第
2
波
、
第
3
波

の
感
染
拡
大
が
起
き
る
恐
れ
も
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
は
、
い
か
に
感
染
拡
大
の

防
止
を
図
り
つ
つ
経
済
活
動
を
回
復
さ

せ
る
か
、
こ
の
両
立
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
は
地
道
で

息
の
長
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
市
施
設
の
利
用
停
止
を
５

月
31
日
を
も
っ
て
解
除
し
ま
し
た
。
市

立
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
6
月
1
日
か

ら
通
常
登
校
を
再
開
し
、
幼
稚
園
・
保

育
園
・
幼
児
園
に
つ
い
て
も
6
月
1
日

か
ら
通
常
ど
お
り
の
登
園
と
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
に
感
染

リ
ス
ク
の
低
減
に
配
慮
し
、
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
市
民
生

活
、
地
域
経
済
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
対
応

と
し
て
、
ま
ず
は
、
緊
急
経
済
対
策
の

一
つ
で
あ
る
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
き

ま
し
て
、
5
月
28
日
よ
り
順
次
、
振
り

込
み
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
11
日
の
臨
時
議
会
で
可

決
い
た
だ
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
対
す
る
本
市
の
生
活

支
援
、
事
業
者
支
援
の
た
め
の
主
な
制

度
を
一
覧
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
広
報

お
知
ら
せ
版
（
４
頁
か
ら
５
頁
）
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
制
度
の
詳
細
情

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
各
担
当
課
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

市
で
は
、
引
き
続
き
国
・
県
で
の
取

り
組
み
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
努
め

つ
つ
、
さ
ら
な
る
支
援
策
等
に
つ
い
て
検

市長からのメッセージ
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◦
対
象
者
…
「
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
人

※
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
ご
ろ
送
付

し
て
い
ま
す
。（
こ
の
健
康
診
査
は

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
生
活
習
慣
病

で
医
療
機
関
を
受
診
中
の
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
か

か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）

◦
実
施
場
所
…
受
診
券
に
同
封
し
て
い

る｢

各
種
け
ん
診
の
ご
案
内｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い

◦
実
施
期
間
…
令
和
２
年
６
月
１
日
㈪

～
11
月
30
日
㈪

◦
申
込
方
法
…

直
接
医
療
機
関
に
直
接
申
込
み

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
委
託
医
療
機
関
が
健

康
診
査
業
務
を
休
止
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ

る
際
は
必
ず
各
医
療
機
関
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◦
持
ち
物
…
受
診
券
、
質
問
票
、
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
健
康
手

帳
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

◦
受
診
料
…
無
料

問
健
康
増
進
課
健
康
管
理
係

☎
554-

６
１
０
０
ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、実
施
時
期
な
ど
を
変
更

す
る
場
合
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、委
託
医
療
機
関
が
健
康
診
査

業
務
を
休
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、受
診
の
際
は
必
ず
事
前
に
各
医

療
機
関
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
ほ
か
手
洗
い
や
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

６
月
１
日
か
ら
、
栗
東
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
人
を

対
象
と
し
た
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

特
定
健
診
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着

目
し
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
…
栗
東
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
人

◦
受
診
場
所
…
①
、
②
の
い
ず
れ
か
１
つ

①
滋
賀
県
内
の
実
施
医
療
機
関

（
一
部
医
療
機
関
は
予
約
要
）

特
定
健
診
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

☎
551-

１
８
０
７

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

特
定
保
健
指
導
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

問
健
康
増
進
課
健
康
管
理
係

☎
554-
６
１
０
０

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
が

始
ま
り
ま
す

②
全
国
健
康
保
険
協
会
滋
賀
支
部
が

実
施
す
る
集
団
健
診
の
健
診
会
場

（
予
約
要
）

※
複
数
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
②
は
健
診
実
施
日
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
受
診
希
望
が
集
中
し
た
場
合
、
希
望

日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
実
施
期
間
…

６
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈪

◦
持
ち
物
…
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
特
定
健
診
受
診
券
、
記
入
済

み
質
問
票
、
前
年
度
の
健
診
結
果
票

（
お
持
ち
の
人
の
み
）

◦
受
診
料
…
無
料

■
特
定
保
健
指
導

特
定
健
診
の
受
診
結
果
を
も
と
に
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当

者
や
そ
の
リ
ス
ク
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
情
報
の
提
供
、
継
続
的
な
支
援（
３

か
月
以
上
）な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
…
特
定
健
診
の
結
果
、
生
活

習
慣
病
発
症
の
可
能
性
が
高
い
と
判

定
さ
れ
た
人

※
対
象
者
に
は
別
途
案
内
し
ま
す
。

●
服
薬
・
通
院
中
の
皆
さ
ん
へ

治
療
に
伴
う
検
査
に
は
、特
定
健
診

の
検
査
項
目
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、特
定
健
診
に
該
当
す
る
検
査
デ
ー

タ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
特
定
健
診
受
診
券
」と
「
被
保
険
者

証
」
を
持
参
し
、か
か
り
つ
け
医
療
機

関
（
特
定
健
診
実
施
機
関
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ
の
提
供
を
い
た
だ

く
こ
と
で
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
勤
務
先
で
健
診
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

勤
務
先
な
ど
で
健
診
を
受
け
た
人
の

う
ち
、必
要
な
検
査
項
目
を
満
た
し
て

い
る
場
合
、健
診
結
果
を
提
供
す
る
と
、

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
も
の
と
し
て

い
ま
す
。あ
ら
た
め
て
特
定
健
診
を
受

診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
結
果
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）・特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
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１
．
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

総
合
計
画
は
、
将
来
に
お
け
る
本
市

の
あ
る
べ
き
姿
と
進
む
べ
き
方
向
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
、
長
期

的
な
展
望
に
立
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
や
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
を

示
し
た
「
基
本
構
想
」、
政
策
を
体
系

化
し
た
施
策
ご
と
に
目
指
す
姿
、
基
本

方
針
、
各
主
体
の
役
割
、
取
り
組
み
内

容
を
示
し
た
「
基
本
計
画
」、
基
本
計

画
に
示
さ
れ
た
施
策
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
た
め
の
「
実
施
計
画
」
の
三
層
構

造
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
↖

新たな総合計画が
スタート！

２
．
主
な
特
徴

◆
ポ
イ
ン
ト
１

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

２
０
１
５
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
記

載
さ
れ
た
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

を
理
念
と
し
た
、
貧
困
を
撲
滅
し
、
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
重

要
な
指
針
に
つ
い
て
、
気
候
変
動
、
生

物
多
様
性
、
感
染
症
、
紛
争
な
ど
地
球

規
模
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
先
進
国

と
発
展
途
上
国
が
共
に
取
り
組
む
べ
き

こ
と
と
し
て
掲
げ
た
、
持
続
可
能
な
普

遍
的
な
17
の
目
標
に
つ
い
て
そ
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト
２

想
定
人
口
７
万
２
千
人
（
令
和
12
年
）

本
市
に
お
い
て
は
人
口
流
入
が
続
き
、

高
い
合
計
特
殊
出
生
率
を
背
景
と
し

て
、
今
後
も
人
口
は
微
増
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
12

年
の
人
口
を
７
万
２
千
人
と
想
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
い

ず
れ
は
人
口
が
減
少
局
面
に
向
か
う
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画

■第六次栗東市総合計画
　「基本構想」「前期基本計画」を策定



5 広報りっとう　2020. ６. １　No.977

↙
前
計
画
に
お
い
て
は
、「
財
政
基
盤

の
確
立
」「
市
民
主
体
、
協
働
へ
の
原

点
回
帰
」「
地
域
活
力
の
創
造
」
を
課

題
と
し
て
設
定
し
、「（
新
）
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
や
「
第
七
次
行
政
改
革
大
綱
」

に
基
づ
く
行
政
改
革
に
取
り
組
み
つ
つ

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
市
民

活
動
団
体
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
支

援
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基
盤
整

備
を
実
施
し
都
市
機
能
の
立
地
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め
、

地
域
活
力
の
創
造
に
努
め
て
き
ま
し

た
。新

た
な
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
や
新
た
な
行
政
課
題
を
踏
ま

え
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

※
第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画
「
基
本

構
想
」「
前
期
基
本
計
画
」
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ポ
イ
ン
ト
３

計
画
的
な
土
地
利
用

産
業
立
地
の
適
正
が
高
い
地
域
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
産
業
機
能
の
集
積
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
医
療
・

健
康
・
福
祉
拠
点
を
位
置
付
け
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト
４

◆
基
本
政
策
５
つ
の
安
心

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
政
策
と
し
て

「
経
済
の
安
心
」「
教
育
・
子
育
て
の
安

心
」「
福
祉
・
健
康
の
安
心
」「
暮
ら
し

の
安
心
」「
行
政
の
安
心
」
の
５
つ
の
安

心
を
掲
げ
、
５
政
策
・
36
施
策
の
体
系

に
位
置
付
け
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

問
元
気
創
造
政
策
課
政
策
企
画
係

☎
551-

１
８
０
８

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３
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■
調
整
控
除
の
見
直
し

合
計
所
得
金
額
が
２
千
５
百
万
円
を

超
え
る
場
合
、
調
整
控
除
が
適
用
さ
れ

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度(

令
和
２
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
２
年
12
月
31
日
の
間
に
得
た

収
入)
以
降
の
市
・
県
民
税
の
主
な
改

正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し〈
表
１
〉

①
給
与
所
得
控
除
額
が
一
律
10
万
円

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

②
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
適

用
さ
れ
る
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
が

850
万
、
そ
の
上
限
額
が
195
万
円
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

■
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し〈
表
２
〉

①
公
的
年
金
等
控
除
額
が
一
律
10
万

円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

②
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

１
千
万
円
を
超
え
る
場
合
、
公
的
年

金
等
控
除
額
は
195
万
５
千
円
が
上
限

と
さ
れ
ま
す
。

③
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
に
係
る
合
計
所
得
金
額
が

１
千
万
円
を
超
え
２
千
万
円
以
下
の

場
合
に
は
一
律
10
万
円
、
２
千
万
円

を
超
え
る
場
合
に
は
一
律
20
万
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
右
記
①
お
よ
び
②
の

見
直
し
後
の
公
的
年
金
等
控
除
額
か

ら
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

公的年金等の収入金額 (B)
公的年金等控除額

公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額   
1,000 万円以下 1,000 万円超 2,000 万円以下 2,000 万円超

65

歳

未

満

130 万円以下 60 万円 50 万円 40 万円
130 万円超 410 万円以下 (B) × 25％＋ 27 万５千円 (B) × 25％＋ 17 万５千円 (B) × 25％＋ ７万５千円
410 万円超 770 万円以下 (B) × 15％＋ 68 万５千円 (B) × 15％＋ 58 万５千円 (B) × 15％＋ 48 万５千円
770 万円超 1,000 万円以下 (B) ×５％＋ 145 万５千円 (B) ×５％＋ 135 万５千円 (B) ×５％＋ 125 万５千円
1,000 万円超 195 万５千円 185 万５千円 175 万５千円

65

歳

以

上

330 万円以下 110 万円 100 万円 90 万円
330 万円超 410 万円以下 (B) × 25％＋ 27 万５千円 (B) × 25％＋ 17 万５千円 (B) × 25％＋ ７万５千円
410 万円超 770 万円以下 (B) × 15％＋ 68 万５千円 (B) × 15％＋ 58 万５千円 (B) × 15％＋ 48 万５千円
770 万円超 1,000 万円以下 (B) ×５％＋ 145 万５千円 (B) ×５％＋ 135 万５千円 (B) ×５％＋ 125 万５千円
1,000 万円超 195 万５千円 185 万５千円 175 万５千円

合計所得金額 基礎控除額
【改正後】

基礎控除額
【改正前】

2,400 万円以下 43 万円

33 万円
（所得制限
なし）

2,400 万円超 2,450 万円以下 29 万円

2,450 万円超 2,500 万円以下 15 万円

2,500 万円超 適用なし

■
基
礎
控
除
の
見
直
し〈
表
３
〉

①
基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

②
合
計
所
得
金
額
が 

２
千
４
百
万

円
を
超
え
る
と
、
そ
の
金
額
に
応
じ
て

控
除
額
が
逓
減
し
、
２
千
５
百
万
円
を

超
え
る
と
、
基
礎
控
除
は
適
用
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度 

市
・
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正

給与等の収入金額 (A) 給与所得控除額【改正後】 給与所得控除額【改正前】

162 万５千円以下 55 万円 65 万円

162 万５千円超 180 万円以下 (A) × 40％－ 10 万円 （A）× 40％

180 万円超 360 万円以下 (A) × 30％＋８万円 (A) × 30％ +18 万円

360 万円超 660 万円以下 (A) × 20％＋ 44 万円 (A) × 20％＋ 54 万円

660 万円超 850 万円以下 (A) × 10％＋ 110 万円 (A) × 10％＋ 120 万円

850 万円超 195 万円 (A) × 10％＋ 120 万円

1000 万円超 195 万円 220 万円

〈 表１〉

〈 表２〉

〈 表３〉
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族
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以

下
か
ら
48
万
円
以
下
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

②
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
要
件

が
、
38
万
円
超
123
万
円
以
下
か
ら

48
万
円
超
133
万
円
以
下
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

③
勤
労
学
生
控
除
の
合
計
所
得
金
額

要
件
が
、
65
万
円
以
下
か
ら
75
万

円
以
下
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

④
障
が
い
者
、未
成
年
者
、寡
婦
お
よ

び
寡
夫
に
対
す
る
非
課
税
措
置
の

合
計
所
得
金
額
要
件
が
、125
万
円

以
下
か
ら
135
万
円
以
下
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

⑤
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の
合
計

所
得
金
額
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

⑥
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
合
計

所
得
金
額
等
の
非
課
税
限
度
額
の

総
所
得
金
額
等
が
10
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

注
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
、
扶
養

35
万
円
×（
同
一
生
計
配
偶
者+

扶
養
親
族
の
数+

１
）+

10
万
円

+

32
万
円
（
※
１
）

28
万
円
×（
同
一
生
計
配
偶
者+

扶
養
親
族
の
数+

１
）+
10
万
円

+

16
万
８
千
円
（
※
１
）

■
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

①
・
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
給
与

所
得
か
ら
所
得
金
額
調
整
控
除
が

控
除
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
が
850
万
円

を
超
え
、
次
の
ア
か
ら
ウ
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合

ア
特
別
障
害
者
に
該
当
す
る

イ
年
齢
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
有

す
る

ウ
特
別
障
害
者
で
あ
る
同
一
生
計
配
偶

者
も
し
く
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

②
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の
金

額
お
よ
び
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
の
金
額
が
あ
り
、
給
与
所
得

控
除
後
の
給
与
等
の
金
額
と
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
の

合
計
額
が
10
万
円
を
超
え
る
場
合

■
所
得
控
除
等
の
適
用
に
係
る
合
計
所

得
金
額
の
要
件
等
の
見
直
し

①
同
一
生
計
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親

親
族
を
有
す
る
場
合
に
加
算

⑦
家
内
労
働
者
等
の
事
業
所
得
等
の

所
得
計
算
の
特
例
に
つ
い
て
、
必

要
経
費
に
算
入
す
る
金
額
の
最
低

保
障
額
が
65
万
円
か
ら
55
万
円
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

■
子
ど
も
貧
困
に
対
応
す
る
た
め
の

　
　
　
　

個
人
住
民
税
の
非
課
税
措
置

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め
、

事
実
婚
状
態
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

上
で
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
お
り
、
合
計
所
得
金
額
が

135
万
円
以
下
の
ひ
と
り
親
の
人
は
、
個

人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
の
対
象

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
市
税
の
納
付
が
困
難
な
人
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
市
税
を
一
時
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
納
税
の

猶
予
（
納
税
の
期
日
延
期
）
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
の
対
象
…
Ⓐ
、
Ⓑ
の
両
方
を
満

た
す
納
税
者
ま
た
は
特
別
徴
収
義
務
者

Ⓐ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
事
業
等
に
係
る
収
入
が
前

年
同
期
に
比
べ
て
概
ね
20
％
以
上

減
少
し
て
い
る
。

※
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
人
も
対
象

Ⓑ
一
時
に
納
付
し
、
ま
た
は
納
入
を

行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

◦
猶
予
の
対
象
と
な
る
税
…
令
和
２
年

２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
１
月
31
日

ま
で
に
納
期
限
が
到
来
す
る
す
べ
て

の
市
税

◦
猶
予
期
間
…
納
期
限
日
の
翌
日
か

ら
１
年
以
内

◦
提
出
書
類
…

①
申
請
書

②
財
産
収
支
に
か
か
る
書
類

（
①
、
②
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

③
納
付
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
書
類
の
写
し
な
ど（
Ⓐ
、

Ⓑ
が
確
認
で
き
る
も
の
）

◦
提
出
方
法
…
市
役
所
税
務
課
納
税
推

進
室
宛
に
郵
送
ま
た
は
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

で
提
出

◦
申
請
期
限
…
令
和
２
年
６
月
30
日

ま
た
は
納
期
限
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

税
制
改
正
に
つ
い
て

問
税
務
課　

市
民
税
係

☎
５５１-

０
１
０
６
ＦＡＸ
551-

２
０
１
0

納
税
猶
予
に
つ
い
て

問
税
務
課　

納
税
推
進
室

☎
５５１-

０
１
０
７
ＦＡＸ
551-

２
０
１
0

所
得
金
額
調
整
控
除
額
＝（
給
与
等

の
収
入
額（
１
千
万
円
を
超
え
る
場

合
は
１
千
万
円
）ー
850
万
円
）×
10
％

所
得
金
額
調
整
控
除
額
＝（
給
与
所

得
控
除
後
の
給
与
等
の
金
額（
10
万

円
を
超
え
る
場
合
は
10
万
円
）＋
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
金
額

（
10
万
円
を
超
え
る
場
合
は
10
万

円
））ー
10
万
円
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６
月
23
日
か
ら
29
日
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
事
業

　
“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
実
行
委
員

（
公
募
ス
タ
ッ
フ
）
募
集

市
で
は
、“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
実

行
委
員
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
で
は
、
誰

も
が
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
け
る
よ
う

な
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
子
育
て
や
介
護
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ

フ･

バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

身
近
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
企
画
や
運
営
、
広
報
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
、
②
の
要
件

を
満
た
す
人
な
ら
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
を
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？

条
件
…
①
、
②
の
要
件
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

（
20
歳
以
上)

②
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
今
後
地
域

で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
け
る
人

問
自
治
振
興
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
551
‐
０
２
９
０

ＦＡＸ
551
‐
０
４
３
２

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

県
で
は
、
県
民
の
防
犯
意
識
・

連
帯
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
安
全

で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
毎
月
20
日
を
「
地
域
安

全
の
日
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
で
も
積
極
的
な
防
犯
活
動
と

啓
発
活
動
の
推
進
、
市
民
総
ぐ
る

み
の
運
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
に
毎
月

20
日
を
「
栗
東
市
防
犯
デ
ー
」
と

定
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、「
栗
東
市
防
犯
デ
ー
」

に
あ
わ
せ
て
市
内
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
青
色
回
転
灯
装
備
車
の

パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
メ
ー
ル
の
配

信
な
ど
を
通
じ
て
、
市
全
体
と
し

て
さ
ら
な
る
防
犯
意
識
の
向
上
と

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
防
犯
意
識
を
高

め
、
定
期
的
な
地
域
で
の
自
主
防

犯
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
犯

罪
に
遭
わ
な
い
、
ま
た
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
な
い
、
犯
罪
ゼ
ロ
の
ま
ち

を
協
働
し
て
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課　

防
犯
係

☎
551-

０
１
０
９

ＦＡＸ
518-

９
８
３
３

６月１日～７日は「水道週間」です

毎月 20 日は「栗東市防犯デー」

～飲み水を　未来につなごう　ぼくたちで～

水
道
は
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支

え
る
、
日
常
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
生
活
基
盤
で
す
。
本
市
で

も
、「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
を

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
水
質
や
施
設
の
適
正
な
管
理

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
、
良
質
な
水
を
供
給
で
き
る

よ
う
水
道
施
設
の
整
備
・
改
良
を

進
め
る
と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の

災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構

築
に
努
め
ま
す
。
水
道
の
蛇
口
を

開
け
れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う
に
出

て
く
る
水
道
水
。
こ
の
機
会
に
、

水
道
の
大
切
さ
に
つ
い
て
見
つ
め

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
皆
さ
ん
へ
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
側

の
水
道
管
は
個
人
の
財
産
で
あ

り
、
所
有
者
・
使
用
者
の
管
理
に

な
り
ま
す
。
水
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク
の

た
め
、
ご
家
庭
で
も
水
道
メ
ー
タ

ー
を
時
々
確
認
い
た
だ
き
、
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
確
認
方
法
は
、
検
針
時
に
お

渡
し
し
て
い
る
「
水
道
使
用
水
量

な
ど
の
お
知
ら
せ
」
の
裏
面
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
上
下
水
道
課
上
下
水
道
管
理
係

☎
551-
０
１
３
５

ＦＡＸ
554-

３
８
６
６

令和 2 年度キャッチフレーズ
そっか。いい人生は、

いい時間の使い方なんだ。
～ワクワク・ライフ・バランス～
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■
記
憶
史
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
制
作

本
市
で
は
、
住
ま
い
の
記
憶
史
の
調

査
を
も
と
に
、
市
内
の
歴
史
あ
る
建
物

と
地
域
と
の
関
わ
り
を
記
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
家
屋
所

有
者
の
語
り
か
ら
、
暮
ら
し
や
家
屋
へ

の
想
い
や
、
建
築
様
式
に
込
め
ら
れ
た

暮
ら
し
の
経
過
が
記
さ
れ
た
同
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
空
き
家
の
利
活
用
希
望
者

の
相
談
時
に
活
用
し
、
建
物
の
歴
史
や

記
憶
を
受
け
継
ぐ
仕
組
み
を
創
る
こ
と

で
、
空
き
家
対
策
の
一
助
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

不
法
投
棄
は
人
目
に
つ
か
な
い
所
や

管
理
が
不
十
分
な
場
所
で
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
土
地
の
所
有
者
は
、
雑
草
の
除
去
な

ど
、
こ
ま
め
な
管
理
を
心
が
け
、
家
庭
の

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
集
積
場
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
事
業
所
の
ご
み
は
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
間
違
っ
た
出
し
方
を
す
る

と
、
不
法
投
棄
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
棄
者
に
遭
遇
し
た
ら
、
む
や
み
に
接

触
す
る
こ
と
は
避
け
、
草
津
警
察
署
ま
た

は
環
境
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

　
　
　
　
　

～
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）

不
法
投
棄
監
視
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

に
取
り
組
み
、
特
に
こ
の
期
間
は
活
動
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
募
集
！

普
段
の
買
物
や
通
勤
、
散
歩
な
ど
の

お
出
か
け
の
際
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
未
然
防
止
と
早
期
発
見
に

は
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
禁
止

■
「
空
き
家
問
題
」
へ
の
取
り
組
み

現
在
本
市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
伴
い
増
加
し
て
い
く
「
空
き
家
問

題
」
に
対
処
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
本
市
は
国
土
交
通
省
よ
り

交
付
金
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
「
空
き

家
対
策
の
担
い
手
強
化
・
連
携
モ
デ
ル

事
業
」の
事
業
者
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
で
は
、
美
し
く
歴
史
あ
る
家

屋
所
有
者
の
建
物
や
地
域
に
対
す
る
思

い
を
記
録
す
る
「
住
ま
い
の
記
憶
史
」

の
作
成
や
、
自
治
会
ご
と
の
空
き
家
相

談
員
制
度
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も

に
、
空
き
家
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
設
立
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

■
「
住
ま
い
の
記
憶
」
を
後
世
へ

昨
年
９
月
ご
ろ
よ
り
、
同
事
業
の
取

り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
住
ま
い
の
記

憶
史
」
作
成
に
向
け
た
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
美
し
く
歴
史
あ
る

家
屋
を
後
世
へ
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と
始

ま
っ
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
調
査
対
象

は
、
歴
史
街
道
沿
道
の
空
き
家
所
有
者

な
ど
、
３
物
件
の
人
に
語
り
手
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
し
い
家
屋
の
記
憶
を
受
け
継
い
で

問
住
宅
課 

住
宅
係

☎
551- 

０
３
４
７

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

問
環
境
政
策
課　

生
活
環
境
係

☎
551-

０
３
４
１
ＦＡＸ
551-

０
３
４
１

草
津
警
察
署

☎
563-

０
１
１
０

■
家
屋
を
住
み
継
ぐ
、
だ
け
じ
ゃ
な
い

「
家
財
の
見
直
し
や
処
分
・
活
用
を

検
討
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」「
地

域
へ
の
思
い
入
れ
を
見
つ
め
直
す
い
い

機
会
だ
っ
た
」
な
ど
、
語
り
手
の
皆
さ

ん
が
同
調
査
を
こ
の
よ
う
に
振
り
返
り

ま
す
。
調
査
を
通
じ
て
、
家
屋
に
向
け

た
愛
着
や
、
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
大

切
な
思
い
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「住まいの記憶史」調査の様子

「住まいの記憶史」リーフレット

りっとう
空き家
シリーズ
第11弾



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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今月のうますぎ★ブランド ほかにも騎手が騎乗する際に使用する防具のチ
ャップスやヘルメットのオーダーも受付をされて
おり、元騎手の経験を活かした製品を制作されて
います。

Bull’z-F の製品は工房や手原駅２階の栗東観
光案内所やオンラインショップでも販売されてい
ますので、ぜひ一度ご覧ください。

下戸山にオリジナルハンドメイドレザーグッズ
を制作する工房があります。

工房の代表の佐伯さんは小さいころからものづ
くりが好きで騎手をしながら、革製品やアクセサ
リー作りなどをされていました。騎手の引退を契
機に革製品の制作を本格的に開始され、今では本
市のふるさと納税の返礼品としても人気商品にな
っています。

製品はすべてハンドメイドで制作されており、
丈夫で使い勝手が良く、使い込む程に独特の色に
仕上がり、使いながら製品の変化を楽しむことが
できる逸品です。主に財布や小銭入れなどの小物
が多く、中には鞄などの大きな製品もあり、１つ
の製品を作る際に数日かかることもあるそうで
す。好みの革や色などを選んでオリジナルの製品
を作ってもらうこともできます。

問Bull’z-F（定休日：日、祝）
　〒520-3011栗東市下戸山1092-58

※工房のため訪問の際は事前にご連絡ください
オンラインショップhttps://www.bullz-f.com/shop/
☎ 554-3953　FAX554-3953
メ info@bullz-f.com

オリジナルハンドメイドレザーグッズ
Bull’z-F

問
学
校
教
育
課　

☎
551-

０
１
３
０

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
27

本
校
で
は
、
昨
年
度
よ
り
地
域

の
み
な
さ
ん
か
ら
『
は
や
ま
い
い

な
情
報
』
を
届
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
４
月
に
届
い
た
一
通

を
紹
介
し
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
は
、
３
月
２
日

か
ら
一
斉
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
迎
え
た
卒
業
式

の
朝
、
遠
く
か
ら
で
も
卒
業
生

を
見
送
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
地
域
の
６
年
生
が
自
宅
前

に
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
声
を
揃
え
て
「
見
守
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
長
い
休
み
の
ス
ト
レ
ス

や
困
難
も
吹
き
飛
ぶ
笑
顔
に
涙

が
出
そ
う
で
し
た
。
素
直
に
立

派
に
育
て
ら
れ
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
い
う
内
容
で

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
謝
の
心
が

感
謝
の
言
葉
を
生
み
、
感
謝
の

言
葉
が
感
謝
の
心
を
育
む
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
「
感
謝
の

心
」
を
、
さ
ら
に
家
庭
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
育
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《葉山小学校》「感謝の気持ちを言葉に！」

マスクや消毒液など寄付・寄贈いただきました
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
と
拡
大
防
止

策
と
し
て
、
ご
厚
意
に
よ

り
市
に
寄
付
・
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
医
療
機
関

や
介
護
施
設
、
学
校
な
ど

で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
マ
ス
ク
な
ど
の
物
品

中
国
・
湖
南
省
衡
陽
市
、

株
式
会
社
手
原
産
業
倉

庫
、
合
同
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

Ａ
、
栗
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
公
益
社
団
法
人
栗

東
青
年
会
議
所
、
ス
マ
イ

印
刷
株
式
会
社
、
株
式
会

社
キ
ャ
ム
ズ
、栗
東
市
民
・

市
内
企
業(

匿
名
希
望
）

◇
手
作
り
マ
ス
ク

濱
本
ま
こ
と
（
安
養
寺
在

住
）

◇
寄
付
金

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
建

設
業
協
会
湖
南
支
部
、
市

内
企
業
（
匿
名
希
望
）

（
※
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
５
月
19
日
時
点
）
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子 育 て 情 報～油の流出に注意してください～

６月に令和２年度市民税・
県民税納税通知書を送付します

問税務課 市民税係
☎ 551-0106　FAX551-2010

　家庭からの灯油流出事故や、交通事故など
による油流出事故が発生しています。このよ
うな油流出事故が発生すると、火災の原因と
なるだけでなく、河川の環境汚染や生態系へ
の影響、農業などに大きな影響を及ぼすこと
もあります。
　また、環境汚染の拡大を防止するため、油
の回収、水路の清掃などが必要となり、これ
らの作業にかかる費用は原因者の負担となり
ます。

市民・事業者の皆さんには、油類を流出し
た場合や油類が流れている現場を発見した場
合は、すぐに市または消防署へ連絡いただき
ますようお願いします。
■屋外で灯油を給油するときは、目を離さず、

容器から溢れないようにしましょう。
■灯油タンクに亀裂や破損がないか点検しま

しょう。
■不要になった灯油は用水路や側溝に流すこ

となく、販売店にご相談いただくなど適
切に処分しましょう。

　所得税は国に納めていただく税金（国税）
ですが、地方自治体（市町村、都道府県）に
納めていただく税金（地方税）が住民税（市
県民税）です。
　住民税は、１月１日（賦課期日）現在、住
民票のある市町村が前年中の所得をもとに課
税します。
　住民登録がなくても、１月１日現在、生活
の本拠がその市町村にあった場合は、その市
町村が課税します。
　給与所得にかかる住民税は、給与からの引
き落とし（特別徴収）となり、勤め先を通じ
て納税通知書を送付します。特別徴収以外の
人は、６月に納税通知書を送付します。公的
年金などにかかる住民税は、年金からの引き
落とし（特別徴収）、その他の所得にかかる
住民税は納付書または口座引落による納付
（普通徴収）となりますので、納め忘れのな
いようお願いします。

問環境政策課 環境政策係
☎ 551-0336　FAX554-1123

～乳幼児期の歯並びについて～
　乳幼児期とは 0 歳児から小学校就学までの
子どものことをいいます。

乳幼児期の歯並びについて気にしている保護者
も多いと思います。
　歯並びの悪さ（歯列不正）は上

じょうがくぜんとつ

顎前突 ( 出っ歯
など）、下

かがくぜんとつ

顎前突 ( 下の顎や上の歯より前方へ出
ている状態）、叢

そうせい

生 ( 歯並びがガタガタしている
など）の大きく 3 つに分けられます。
　上顎前突は、生まれつき上顎が大きい場合もあ
りますが、一般的に言われる出っ歯の状態は指吸
いが原因の場合が多いです。指吸いが全く悪いわ
けではなくある程度吸うことにより、上顎骨成長
に関与しています。ただし、過剰な指吸いはやは
り厳禁です。
　下顎前突は、一般的に下の前歯から先に歯が生
え、後から上の歯が生えてくることが多いので、
完全に上の前歯が生えた時にかみ合わせが反対に
なる場合が多いと思われます。
　叢生は、主な原因として歯の大きさに対して顎
の大きさが小さいために、歯が顎の中に並びきら
ないためにおこる状態で、八重歯もその一種とな
ります。
　子どもの歯並びを見ると、これは矯正をした方
がいいのか、またその時期はいつがいいのかと気
になってしまうこともあるかと思います。
　矯正を始めるなら早い方がいいと思われている
人もおられるかもしれませんが、それぞれの歯列
不正に対して適切な時期があり個人差もあります。
歯並びで心配なことがあれば、一度歯科医院を受
診して相談をすることをお勧めします。

（草津栗東守山野洲歯科医師会栗東地区）

問健康増進課 母子保健係
☎ 554-6100　FAX554-6101
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人口（５月１日現在）　人口70,131人　男34,955人　女35,176人　前月より 89人増　世帯数28,573世帯

「一般社団法人
　　 栗東市観光協会の設立」
「観光案内所のリニューアル」

栗
東
市
観
光
物
産
協
会
は
、
令
和
２

年
度
よ
り「
一
般
社
団
法
人
栗
東
市
観

光
協
会
」と
し
て
、法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
前
身
と
な
る
栗
東
市
観

光
協
会
と
栗
東
市
特
名
産
振
興
会
が
合

併
し
て
以
来
、
本
市
の
地
域
観
光
振
興

を
軸
に
据
え
た
地
域
経
済
の
活
性
化
お

よ
び
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
滋
賀
日
産
リ
ー
フ
の
森
で
の

「
り
っ
と
う
市
民
秋
ま
つ
り
」
の
実
施

や
「
旧
和
中
散
本
舗
」
の
特
別
公
開
な

ど
を
実
施
、
今
後
は
さ
ら
に
栗
東
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
よ
う
令
和
元
年
度
に

策
定
し
た
「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

よ
る
事
業
な
ど
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

JR
手
原
駅
２
階
に
あ
る
観
光
案
内
所

も
昨
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
東

海
道
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
趣
あ
る
内

装
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
馬
の
ま

ち
り
っ
と
う
」
な
ら
で
は
の
馬
関
連
グ

ッ
ズ
も
充
実
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
案
内
所
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り

便
利
に
な
っ
た
観
光
案
内
所
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
広
報
の
記
事
に
関
す
る
問
合
わ
せ

問
商
工
観
光
労
政
課　

観
光
振
興
係

☎
551-

０
２
３
６

ＦＡＸ
551-

０
１
４
８

■
栗
東
市
観
光
協
会
に
関
す
る
問
合
せ

問
栗
東
市
観
光
協
会

（
JR
手
原
駅
２
階　

観
光
案
内
所
内
）

☎
551-

０
１
２
６

ＦＡＸ
551-

６
１
５
８

開
所
時
間

平　

日
：
８
時
30
分
～
17
時
15
分

土
日
祝
：
８
時
30
分
～
12
時

※
こ
ん
ぜ
め
ぐ
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
運
行

日
は
８
時
15
分
～
17
時

　
（
６
月
21
日
ま
で
運
休
が
決
定
し

て
い
ま
す
）
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〒
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滋
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市
安

養
寺

一
丁

目
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番
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号
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表
）　
FAX
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